IPCCの主張する地球温暖化論の問題点について－気温変動と大気中CO2に焦点をあてて－ by 保谷 忠男
はじめに
2007年に発表されたIPCC (Intergovernmental
Panel on Climate Change) の報告書 (『IPCC
第４次評価報告書』) (IPCC 2007) により､ いわ
ゆる ｢地球温暖化｣ を防ぐことが現在の重要な課
題の1つとされている (IPCCが主張する ｢地球温
暖化｣ を以下では ｢IPCC地球温暖化論｣ という
ことにする)｡
｢IPCC地球温暖化論｣ と異なる見解を解説す
る一般向けの書籍－例えば､ 赤祖父 (2008)､ 丸

















では､ 仮説である ｢IPCC地球温暖化論｣ を支持
する解説を展開するだけで､ それに批判的あるい
は反対の説を紹介していない｡ 赤祖父 (2008)､





















































































ている (IPCC・WG1 2007､ p468)｡ つまり､ 中
世温暖期の存在を否定している｡






(データソース：Hadley Centre HadCRUT3, monthly combined








& McCulloch (2008) は､ 年輪データを使用しな






期) と1400年～1700年頃に寒冷期 (小氷期) があ
ることが分かる｡ 中世温暖期は20世紀終わりとほ
ぼ同程度の気温であり (Loehle & McCulloch
2008)､ 小氷期には20世紀終わりより約１℃以上
低かった (図1－3)｡
データが北半球に限られるが､ Moberg et al.
(2005) の結果も1000年頃に1961－1990年平均値
とほぼ同程度の気温を示す｡ このMoberg et al.
(2005) は一部データが Loehle & McCulloch
(2008) のものと重複するが､ 年輪データを含め
たデータを使用したものである｡
Loehle & McCulloch (2008) の結果は､ 中世
温暖期と小氷期について､ 先のBradley et al.






































図1－3 気温偏差 (29年移動平均) と95％信頼限界












































図2－1 a ｢温室効果気体｣ の濃度の推移





［Reprintd by permission from Macmillan Publishers





























いる (８)｡ 示された誤差から判断して､ また後述
の ｢アイスコアによる大気中CO２濃度値｣ が抱え

































Houghton et al. (2001, p188) の主張であると､
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図2－3 19～20世紀前半の大気中CO２濃度 (５年移動平





















































ここでは主としてJaworowski et al. (1992a,





























あった｡ また､ 次のような例もある｡ 約12万年前
には少なくとも現在より５℃ほど高かったと推定
されている (Andersen et al.2004)｡ しかし､ こ
の時代のアイスコアによるCO２濃度値は280ppmv








おける､ 南極のドームC (Dome C) のアイスコ
アを使用したCO２の分析精度を比較する試験の結
果では､ ガス分析自体の誤差は±１% (～３ppmv)




(Barnola et al.1983)｡ 即ち､ 10％も相互に相違
していた｡ また､ Dye３サイト (グリーランド)
ではコアのたった2.5㎝離れたところでの分析値が､
融解を起こした層でないにも拘らず50ppmも異なっ
た例が報告されている (Neftel 1991)｡ Jaworowski






氷 (H２O) の18Oと交換され､ 平衡になろうとし
ている結果であるという報告がある (Siegenthaler
et al. 1988)｡
さらに､ 南極のバード (Byrd) でのフィルン
(万年雪) 層から採取した空気のO２／N２の分析で
は系統的なO２／N２の増加が認められた (Bender
et al.1994)｡ また､ O２／N２の値の大きな正また
は負の変化も報告された｡ その原因として著者達
はコアの微小クラックを経由する毛細管での輸送
(capillary transport) を挙げている (Craig et al.
1988a)｡





























(Schwander & Stauffer 1984) (21) が､ 妥当では
ないという報告も出されていた (Craig et al.
1988b) (22)｡ 本格的にその正しさを確かめようと

















に､ 南極ロードーム (Law Dome (25)) のコアDE
08でのLevchenko et al. (1996) の結果から､ DE
08では氷の年代に比較して空気の年代がほぼ拡散
モデルが示すように若いことが実証されたといえ
る｡ なお､ Clark et al. (2007) およびLevchenko
et al. (1996) に関する議論はJaworowskiによる
ものではない｡

















る｡ なお､ この小論では触れなかったが､ 掘削に
伴うクラックの発生による封入気体の散逸・汚染





赤祖父 (2008, p58) が指摘するように追試も行
われていない｡ Jaworowski et al. (1992a) が指
摘するように､ 大気の一部がフィルン層と接触し､
さらに氷に閉じ込められ､ その状態が長期間保持

















ΔF2x として､ ΔTλ=λΔF2x‥①が成立する｡ こ
のΔTλを気候感度という (27)｡ なお､ λは比例定
数である｡




(Clark et al. 2007)
をκ､ feedback multiplier (29) を fとすると､ こ
れらのパラメータ､ ΔTλ､ および､ ΔF2x の間に
は次の関係式が成立する｡ λ=κf‥② (定義),
ΔTλ = κfΔF2x‥③ (定義),
ｆ= (１-ｂκ)－1‥④ (30), ΔTκ = κΔF2x‥⑤.
(1) ΔF2x (CO２倍増時放射強制力の増加)
Myhre et al. (1998) に従い､ 簡便にΔFCO２ =
5.351・ln (C/C０) (C : CO２濃度) を用いて (倍増
時にはC/C０=2)､
ΔFCO２= 5.351 ln(2)= 3.708 Wm－2‥⑥.
このΔFCO２に各種の放射強制力・補正が加わり､














ΔF2x ～～ 1.135 Wm－2…⑧とした (33)｡
(2) ｂ (各種フィードバックの和)
ｂ = 2.16 K－1Wm－2 ‥⑨ (34)
(3) κ (no-feedbacks climate sensitivity
parameter)
Monckton (2008) は､ IPCCがIPCC・WG1











ΔT=0.416 K (｢NCDC｣) ‥⑬ (36)
ΔT=0.208 K (｢McKitrick｣) ‥⑬′ (37)





となる｡ Monckton (2008) は以下の計算では デー
タとして ｢NCDC｣ と ｢McKitrick｣ を使った場
合の値の平均値に近い0.242KW－1m2‥⑭を使用す
る｡ これはIPCC・WG1 (2007) の想定の約８割
となっている｡
(4) ｆ (feedback multiplier)
式④､ ⑨から､
ｆ=(１－ｂκ)－1 ～～ (1-2.16×0.242)－1 ～～ 2.095‥⑮
(5) ΔTλ (気候感度)
式②,③に得られたκ, f , ΔF2xの各値を代入して､
λ～～0.242×2.095KW－1m2 = 0.51KW－1m2 ‥⑯
ΔTλ ～～ 0.242×2.095×1.135K=0.58K ‥⑰
以上がMonckton (2008) の結果である｡ 気候
感度0.58℃はIPCCの値 (約３℃) に比較して非常
















al. (1990)､ 根本 (1994, p213), 近藤邦明 (2006,

































(赤祖父 2008, p27) であることを示している｡
上記のような地球温暖化問題の解説に当たっては､
地球温暖化問題の現状にふさわしく､ ｢IPCC地球











(１) Hadley Centre HadCRUT3 ** <http://
www.cru.uea.ac.uk/cru/data/temperature/>
(２) Open Letter to the Secretary-General of








24 'S, 174°54 'E)｡ 観測値<http://cdiac.ornl.
gov/ftp/trends/co2/nzd.dat>**

























である｡ CO２は水に溶けると､ 炭酸 (H２CO３)





り上げた｡ Callendar (1958) のデータ処理
法には多くの批判がある｡ Beck (2007) に
も記述されているが､ 例えば､ Slocum (1955)
も本格的に批判している｡ 一方､ From &
Keeling (1978) はCallendarの解析を擁護し
ている｡



















































いう｡ ①から溜まっている流体の量V は､ V






を流出 (入) 量で割ったものと定義する｡ 排
出量を年間6.3GtCとし､ 平均滞留時間を5, 10,
50, 100年としたとき､ 平衡に達した場合の蓄
























石 (CaCO３) (PDBと略す) が使われている｡
陸生植物及び堆積性有機物・石油のδ13Cの値
はそれぞれかなりの幅があるが､ 陸生植物25
種の平均は－27.5‰である (Smith, B. N. &
Epsten, S. 1971)｡ 化石燃料は平均－27‰と
なっている (｢同位体地球化学の基礎｣, p213)｡
海洋から大気へ流入するCO２のδ13Cは約－７
‰である (Ohmoto, H. 1986)｡
(13) Segalstad (1998b) は､ 大気中CO２を構成
する要素には､ ①いわゆる ｢産業革命期｣ 以







m・exp (－t/τ) に減少する｡ 構成要素①
は1988年までに238年経過しており､ その量
は m・exp (－238/τ) となる｡ 構成要素②
は各年の排出量をhｉとして














































































ランド) を利用｡ 採取場所はボーヘルト (オ




う批判もある (Birks et al. 1999)｡






































































納 得 が い く も の で あ る ｡ し か し ､




















同様な調査をLevchenko et al. (1996) も
既に行っていた｡ Levchenko et al. (1996)
の結果では､ Schwander et al. (1993) の結
果とほぼ同様になっている｡
(25) ロードームの位置：66°44'S, 112°50'E.












される条件 (圧力､ 温度など) は取り込まれ
る分子によって異なる｡









(28) no-feedbacks climate sensitivity para-meter
は､ 直訳すると ｢フィードバック無しの気候
感度指数｣ とでもいうようなものである｡














ΔTλ=κΔF2x +κ2 bΔF2x +κ3 b 2ΔF2x +…
=(1-κb)－1 κΔF2x ∴ f = (1-κb)－1
(31) IPCC・WG1 (2007) はCO２倍増時の個々
の放射強制力を示していない｡ しかし､
Houghton et al. (2001, Tab. 6.14) では2050-
2100年でCO２の寄与が70％～80％になってい
ることから､ Monckton (2008) はCO２のそ
れが全体の75％であるとした｡ またアルベド､
飛行機雲､ エアロゾルの影響はIPCC・WG1
(2007, TS, p30) の値を使い (トータル: －
1.29)､ IPCCの確率密度の補正 (0.93) を適
用する｡ 結局､ (3.71/0.75－1.29)×0.93=3.41｡
(32) Lindzen (2007) は大気からの長波長放射
があるレベルの絶対温度の４乗に比例する
(ステファン・ボルツマンの法則) レベルを
‶characteristic emission level" とする｡ 温
室効果ガスの濃度が上昇するとそのcharac-








(33) Dietze (2000) によると､ HITRAN*を使
用した解析では､ ΔF2x は1.4W/m2～1.9W/m2
となる｡ これもIPCCの推定値より非常に小
さく､ Monckton (2008) の推定値に近いも













* :λCO2 = 5.35 ln {(556+87)/556} = 0.25Wm－2K－1.
(35) 式①, ②, ③, ④, ⑤から
ΔTλ =λΔF2X =κΔF2X / (1-κb)
∴ κ=ΔTλ / (ΔF2X + bΔTλ)





(37) McKitrick & Michaels (2007) から昇温
を1/2とした値を利用する｡
(38) IPCC・WG1 (2007) ではκの値として0.313
KW－1m2 (⑩) を採用している｡ 従って､
IPCC・WG1 (2007) は fとして3.08を採用し
ていることになる (式④)｡ IPCCはκを大き
くした｡ その結果 fも大きくなり､ 気候感度
も大きくなっている｡ なお､ Houghton et al.
(2001, ch6.2.1) ではλ≒0.5KW－1m2としてい
るので､ Houghton et al. (2001) はκ=0.24,
f= 2.08としていたことになる｡ λ=0.5KW－1
m2 はMonckton (2008) の得た値 (式⑯) と
ほとんど同じである｡
(39) feedback multiplier : f, no-feedbacks cli-
mate sensitivity parameter:κおよび比例定








f ～～143/70 ～～ 2.04となる｡ 大気が存在すること









λ≒33・2.04 / (0.43・343)K/ (W/m2)≒0.46
K/ (W/m2).
κ=λ/ f≒ 0.456/2.04K / (W/m2) ≒ 0.22K/
(W/m2).
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